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豊かな自然と恵みに育まれた筑西市は、その歴史を証明するかのように古代か

らの生活の証をそこかしこに残しています。しかし、その多くは地中に埋もれ、

永い年月を眠り続けてきました。

このたび、松原地区において県営ほ場整備事業 (経営体)に ともなう埋蔵文化

財の遺跡発掘調査が実施され、先人の生活を偲ぶ痕跡を見い出すことが出来まし

た。その成果は、世代を超えた多くの住居跡とともに掘立柱建物跡も発見され、

出土遺物では多量の墨書土器が確認されたことです。これまで、包蔵地として漠

然と捉えられていた遺跡が、調査によってその本来の姿をあらわすとともに、出

土品が多くの情報を語つてくれました。限られた範囲での調査ではありましたが、

当地域の歴史解明に向けて多大なる成果を上げることができたと思います。

ここに、発掘調査の成果をまとめた報告書を上程できましたことに感謝いたし

ますとともに、歴史資料として多くの方々にご活用いただけますことをお願い申

し上げます。

最後になりましたが、発掘調査から報告書刊行にいたるまで、多大なるご理解

とご協力を賜りました地元の皆さま、茨城県筑西土地改良事務所、市経済部、な

らびにご指導いただきました茨城県教育庁文化課、その他関係各位、関係各機関

に対しまして哀心より感謝申し上げます。

平成 18年 9月

筑西市教育委員会

教育長 大 泊 信 雄



例  言

1.本報告書は、筑西市松原591番地11よ かに所在する炭焼戸東 (す みやきどひが し)遺跡の発掘調査報告書

である。

2.発掘調査は、茨城県が事業主体 となる県営ほ場整備事業に伴い、茨城県筑西土地改良事務所の委託を受

けて、事業地内の小排水路14号の一部および14-1号 について平成17年度に筑西市教育委員会の監理の

もとltl山武考古学研究所に委託 して実施 した。

3 発掘調査期間・面積

発掘調査

整理調査

4.担当者 発掘調査

平成18年 1月 18日 から同年 2月 28日  1,700だ

平成18年 6月 1日 から同年 6月 30日

松田政基・千葉孝之

折原洋一 。松田政基整理調査

5.調査事務局は、筑西市教育委員会に置き、文化庁・茨城県教育委員会文化課から指導を得た。

6.現地発掘調査及び出土品整理に際し、大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立歴史民俗博物館、

茨城県教育委員会文化課、赤井博之、斉藤弘道、平川 南、黒澤彰哉各氏から指導・助言・協力をいた

だいた。記 して謝意を表します。

7.遺物写真撮影は、折原が行つた。

8.執筆は、第 I章 を筑西市教育委員会、以下Ⅱを千葉、Ⅲ・Ⅳを松田、Vを折原で分担 し、Ⅵの総括は松

田が行つた。

9.遺物の保管は、筑西市教育委員会である。

凡  例

1.地形図は、国土地理院1/25,000「 筑波・真壁」、迅速図1/20,000「 筑波町」、筑西市都市計画図1/2,500を

使用 した。

2.注記に使用 した遺跡略記号は、炭焼戸東遺跡 (SMI一 E)と した。

3.遺構は、住居跡 :SI、 掘立柱建物跡 i SB、 土坑 :SK、 井戸跡 :SE、 溝状遺構 :SD、 不明遺構 iSXと

した。

4.図版に使用 したスクリントーンは、次の通 りである。

∞ 内黒  藤霊譲神由煙・煤
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I.調査に至る経緯

平成14年 8月 、茨城県下館土地改良事務所から、明野町松原地区における県営ほ場整備事業に伴い、「埋

蔵文化財の所在の有無およびその取扱いについて (照会)」 が提出された。事業予定地には、周知の遺跡 3

ケ所 (炭焼戸東遺跡、炭焼戸西遺跡、中根遺跡)が所在 してお り、平成15年 8月 、明野町教育委員会が照会

に基づき事業予定地の試掘調査を実施 した。試掘調査の結果、いずれの遺跡においても遺構 と遺物を確認し

たことから、遺跡の取 り扱いについて茨城県下館土地改良事務所 (平成17年 4月 1日 から「茨城県筑西土

地改良事務所」に名称変更となる)と 協議を行った。

その後、平成17年 3月 28日 付け、明野町は下館市、関城町、協和町との市町村合併により筑西市 となっ

たため、同年 4月 、事業予定地内の埋蔵文化財について改めて協議を行った。その協議において、炭焼戸東

遺跡内における当初事業計画に変更が生 じたことから、同年 8月 、筑西市教育委員会が炭焼戸東遺跡の試掘

調査を実施 した。試掘調査の結果、前回の試掘調査と同様に遺構 と遺物を確認 したことから、再度、茨城県

筑西土地改良事務所 と協議を行った。協議において、小排水路14号 の一部と14-1号の工事の設計変更が困

難なため、事業着手前に記録保存を目的とした発掘調査を実施することとなった。

筑西市教育委員会と茨城県筑西土地改良事務所は、発掘調査の実施に向けて具体的内容の調整を図り、調

査に際して、筑西市と茨城県は「県営ほ場整備事業 (経営体)松原地区に伴う埋蔵文化財発掘調査に関する

覚書」および「埋蔵文化財に関する協定書」を取 り交わし、調査を (有)山武考古学研究所に委託すること

とした。 (有 )山武考古学研究所は、平成17年 12月 19日 付け、茨城県教育委員会教育長宛に「埋蔵文化財発

掘調査の届出について」を提出し、市教育委員会の指導のもと、平成18年 1月 から2月 にかけて現地調査

を実施 し、平成18年 6月 から整理作業・報告書作成を行った。
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第 1図 調査区域図 (S:1/10,000)
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第 2図 遺跡位置・周辺の遺跡図 (S:1/25,000)
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第 3図 遺跡位置図 (迅速図 S:1/20,000)
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正.遺跡の位置と歴史的環境

炭焼戸東遺跡は、茨城県筑西市松原字炭焼戸に所在 し、」R水戸線下館駅の南東約 7 kmに 位置する。遺跡

の所在する筑西市明野地区 (旧 明野町)は、東側に桜川、西側に小貝川が流れ、その両河川流域に挟まれた

台地が細長 く南北に広が り、台地は支谷により複雑に開析を受ける。

本遺跡は、桜川の支流である観音川と井出蛯沢 。大川排水路に挟まれた低位台地に立地 し、周囲には谷水

田が広がる。標高は27.5mを 測 り、谷水田との比高差は約 2mである。遺跡の南0.5kmの台地上に海老ヶ島

城、観音川を隔てて東1 0kmの 台地上に宮山観音古墳 (前方後円墳)が所在する。

縄文時代

分布状況は桜川から延びる支谷に面 した台地縁辺部、小貝川を臨む台地西縁部に遺跡の広が りがみられ、

中期に盛行がみられる。周辺の代表的な遺跡 として、倉持遺跡 (早期 。中期～後期 )、 山王堂遺跡 (中期～

晩期 )、 宮山遺弥・天榊遺跡・藤塚遺跡・えんなみ台遺跡 (中期～後期 )、 滝ノ上遺跡 (後期)があ ,デ られ

る。周辺では台山遺跡 (1)、 岡山遺跡 (2)が ある。

古墳時代

分布状況は縄文時代と同様、桜川及び小貝川流域の台地縁辺部に集落が営まれる。鍋山東原 (14)・ 倉持・

宮山 (15)・ 村東・藤塚・鵞島・駒込・東石田に古墳群が形成され、倉持では方形周溝墓 (倉持遺跡 )、 宮

山・村田では、全長75～ 100m級 の前方後円墳「宮山観音古墳 (16)・ 台畑古墳 。灯火山古墳」が形成され

る。周辺の包蔵地は低位台地上に台山 (1)、 中根 (3)、 新堀 (4)、 菰冠北 (5)、 菰冠南 (6)、 城ノ内

(7)、 戸張 (8)、 海老ケ島東原 (9)、 館野 (10)、 坪内 (11)、 矢尻 (12)が 、台地上には硲西 (13)の

各遺跡が見られる。古墳は低位台地上に鍋山東原遺跡 (14)、 稲荷塚古墳 (17)、 台地上に宮山古墳群 (15)、

この地域の盟主的な宮山観音古墳 (16)が展開される。

平安時代

分布状況は先の時代 と同様である。遺跡周辺では大川・観音川流域の台地縁辺部に集落が営まれ、台山

(1)、 岡山 (2)、 中根 (3)、 菰冠北 (5)、 菰冠南 (6)、 城ノ内 (7)、 戸張 (8)、 海老ケ島東原 (9)、

館野 (10)が 包蔵地とされている。この時代の遺跡の分布は、台地上にとどまらず、現水田面と比高差の

少ない台地にも展開されている。今回の戊焼戸東遺跡での成果は、この地域での性格の一端を知ることが出

来た。

中  世

分布状況は海老ケ島城跡を主体に田宿炭焼戸 (18)、 戊焼戸西 (19)が、若千距離をおいて岡山 (2)、

海老ケ島東原 (9)、 館野 (10)が ある。本遺跡の南に低地帯 (自 然堀か)を介 して対峙する海老ケ島城跡

(20)の存在が大 きく、周辺遺跡の大半はこれに関わるものと思われる。本遺跡においても関わる遺構が検

出されている。

海老ケ島城は、結城方・小田方との境界的位置に立地する平城で、結城氏再興期である寛正 2年 (1461

年)に築城された伝承を持つ。応仁元年 (1467年 )、 結城氏一族である結城秀千代 (海老原輝朝)が海老ヶ

島城に入城 し、慶長 7年 (1602年 )、 佐竹氏の秋田国替に伴 う廃城までの135年 間、城主の系統は七変 し、

絶えず結城・小田 。佐竹氏の争乱の渦中に置かれている環境にあったといえる。
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Ⅲ.試掘調査の概要

試掘調査は、県営ほ場整備事業に伴い平成15年 に旧明野町教育委員会の委託を受けて∩山武考古学研究

所が実施 した。対象 となった遺跡は中根遺跡、炭焼戸西遺跡、炭焼戸東遺跡である。試掘調査は、624だ

(27箇所 :中 根遺跡 1～ 4T、 炭焼戸西遺跡 7～ 12T、 炭焼戸東遺跡13～ 25T)で実施 した。なお、5'6・

26Tは 地権者の同意が得られなかった為行っていない。

調査の結果、中根遺跡で住居跡、溝跡、土坑が検出され、出土遺物は縄文・古墳時代 。中世に亘 り断続的

に見られた。炭焼戸西遺跡は溝跡が、炭焼戸東遺跡は住居跡、土坑、遺物年代は古墳時代前期、平安時代 と

思われる。この 3遺跡を通 して、縄文・古墳 。平安時代、中世の営みが見られることが判明した。また遺物

には墨書土器が特徴的である。なお (80)の土師器杯は14T位置からS101に帰属する確立が高い。その後、

平成17年 に今回の調査区に並行して仰日本窯業史研究所が4本設定して実施した (①～④ T)。 遺構は住居

跡、土坑、溝跡が、遺物年代は平安時代、中。近世に亘る資料が得られることが判明している。遺物では墨

書土器「寺」が古代における当遺跡の性格を示唆する資料となった。
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第 4図 試掘 トレンチ位置図
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Ⅳ.調査の概要

1.調査の方法

表土の掘削はバ ックホーで行った。調査区は畑地 。道路部からなり、調査終了後に埋め戻すため、特に

道路部の砕石はシー トを敷き、耕作土に紛れないよう分別 した。遺構の検出・掘削作業は人力で行い層位的

に調査 した。遺物は床着を主体に残 し、覆土中の遺物は一括で取 り上げた。遺構のなかでも土坑については

半我 し、締 りが無いものは所謂「芋穴」と判断して遺構の範疇から除外 した。図面は、基本的に平面図、断

面・土層図を1/20で、全体図は1/20を 縮尺 して作製 した。公共座標は、茨城県筑西土地改良事務所が設定

した杭を使用して座標を設定したが、基準点に関しては設定されてないため筑西市都市計画図1/2,500(042)

の道路に付 してある標高点を使用 した。写真は35mmモ ノクロ・カラースライ ドの 2台 を使用 し、補足 とし

てデジタルカメラを適宜使用 した。

2.調査の経過

1月 期 23日 :表土除去 重機バックホー 04で開始。25日 :作業員により遺構の検出開始。南から仮 I

～Ⅲ区とする。 I区は主に住居跡 4軒、掘立柱建物跡 4棟、溝跡 1条が検出された。溝跡 (SD01)は 下層

を主体に土師器郭が多い。27日 :公共座標は、基準杭設定 (任意)後、県筑西土地改良事務所の杭から起

す。30日 :表土除去終了。

2月 期 3日 :Ⅱ ・Ⅲ区遺構検出終了。Ⅲ区縄文前期十三菩提式上器検出。10日 :I区終了。SD01と

SD03は方向から同一か。15日 :Ⅱ 区終了。S109カ マ ド横から土師器鉄鉢形土器出土。SB05は片面庇付側柱

建物 となる。SE01上層から常陸型内耳鍋出土。16日 i SD07・ 081ま堀跡であるが双方ともに埋め戻されてい

る。海老ケ島城跡 との関わりが見 られる。17日 :S110か ら灰釉皿出土。21日 I S114カ マ ド支脚は杯 4個、

小型甕で構成する。24日 :発掘調査の終了確認を得る。25日 :I区道路部から現状復帰開始。28日 :調査

全工程及び埋め戻 し終了。畑部は トラクターで復帰を行った。

第 5図 調査区設定図 (Si1/5,000)
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3.基本堆積土層

基本堆積土層の確認は2箇所で行った。調査区は南北に長 くクランク状を呈するため、 I区 中央とⅡ区東

端で行った。当初Ⅲ区の北端でも予定 していたが、溝底部で確認出来たため、あえて実施 しなかつた。

調査区南・北端の直線距離は200m、 比高は150mで ある。現況は平坦な畑地であるが、畑の区画ごとに

わずかに南側へと下がる傾向にある。 2地点の観察によればⅣ層を基準とすると①地点より②地点が60cm

高くなり、北端ではV層が確認面となる。おそらく、北端では礫が含まれる事から少なくとも80cm近 く削

られ、現況より若千高低差のある緩斜面であつたことが窺えよう。調査区北端部、現況の畑において道路を

挟み北側では南側に比べ小礫が異常に多い状況にある。このことからも遺跡の南北恨1の斜面は現況より傾斜

が強い地形が復元されよう。

Ia 耕作

Ib 旧耕作土

Ⅱ 黒褐色土 粘質土 締り強い 茎状のマンガン質含む (I区南側の遺構確認面)

Ⅲ 褐色土 粘質土 締り強い

Ⅳ にぶい褐色土 (I区中央からⅢ区南恨Jの遺構確認面)

V にぶい黄色土 (ソ フトローム Ⅲ区の遺構確認面では小礫を含む)

Ⅵ にぶい黄色土 (ハ ードローム I区では小礫を含む)

Ⅶ 灰褐色土 粘質土 白灰色のブロック多・雲母含む

Ⅷ 灰褐色土 Ⅶに加えて粘質から砂質に変わり小礫を含む

①地点

27 00rn―
Ia

26.501n―遺

26001n― !

②地点

27001n_――竜
逗

26.50nュ ___

26.00rn―一―

第 6図 基本堆積土層
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VH検出された遺構と遺物

1.遺構の概要

遺構密度は決 して高 くないが、 9世紀中乗～10世紀前葉の集落を主体に展開されていたことが判明した。

それに加えて、縄文時代後期集落・古墳時代前期後葉 (4世紀代)の集落、あるいは中世 (15世紀代 )、 海

老ケ島城に関わる遺構 も少なからず検出された。

検出された遺構は、住居跡15軒、掘立柱建物跡 7棟、土坑30基、竪穴状遺構 2基、溝状遺構 16条 、井戸

3基、埋甕 1基である。

1)縄文時代

B23区 から1号埋奏が 1基検出された。すでに上半部は無 く下半部も欠損 し、幸うじて形状を保つ程度の

状況である。周囲の状況は、削平を受けてピット類・炉跡は見られず住居跡内に位置していたかは分からな

い。内部には焼土あるいは被熱痕などはみられない。埋甕の掘 り込みは甕と同規模であり深さ20cmで ある。

この時代の遺構 として捉えられたのはこの埋甕のみである。

2)古墳時代

B17～ 20区の狭い範囲に分布する。遺構は住居跡 3軒 (S103～ 05)。 土坑 1基 (SK01)が検出されている。

遺跡の北北西約500mの 地には、鍋山東原遺跡が所在 し、古墳代前期から中期にかけての集落と、中期以降

の古墳群 (円墳 8基)が明らかにされている。また、遺跡の東方1 2kmに は4世紀代とされる全長100mの前

方後円墳が丘の上に位置し、この地域の盟主的な存在とされており、この一帝にそれと関わる集落が展開さ

れていたことが分かる。

S103 B20区 に位置する。長軸6.48m、 短軸 (4.10m)の 方形である。南北方向は両端部の周溝で範囲を

確認 したが、東西方向と中央は電柱によりいずれも調査区外であり規模は不詳である。新旧関係は S102が

新 しい。床面全体は硬質化され中央より北側は焼土がまばらに範囲をなす。柱穴は3本 (Pl～ 3)確認さ

れているが基本的には4本である。北側に2本周溝が並行 して見 られる。長軸648mは 、南端から北端部の

周溝 (周溝 b)ま でであり、その内側に位置する周溝 aま での長さは560mである。この状況から北側に拡

張 したと思われる。それに伴う柱穴の移動は見られない。おそらく一方向の拡張と思われる。遺物は少なく

覆土中の遺物の特徴で判断した。

S104 B19。 20区 に位置する。住居跡の隅角が検出された。柱穴・壁溝・炉は範囲内に見られない。加え

て SD03に切られ検出範囲の大半を失っている。郭 (1)・ 台付甕 (2)の 出土により古墳時代前期 とした。

S105 B17・ 18区 に位置する。唯一形状の分かる住居跡で長軸280m、 短軸2.60mの方形である。柱穴・炉

も無 く、この時期普遍的な周溝も見られない。床面は地山で成形され中央を中心に硬質化 した範囲がわずかに

みられる。遺物は高杯 (7・ 8)が床よりやや浮いた状況で僅少検出された。古墳時代中期の遺物であろう。

SK01 B 22区 に位置する。長軸1,90m、 短軸0,98m、 深さ040mの 長方形である。上端はやや西側が広 く

台形状 となるが、下端は両端 ともに060mであり長方形 (長軸170m、 短軸075m)と なる。覆土は締 りの

ある黒褐色土・黒黄褐色土である。遺物は土師器郭 (■ )。 高杯 (10)。 鉢 (12)が上層から出土 している。

いずれも投棄 した状況である。

3)平安時代

調査区広範囲に亘る。遺構は住屋跡 9軒 (S101・ 02・ 06・ 09～ 14)、 掘立柱建物跡 6棟 (SB01～ 06、 SB07

としたものは柵列的な様相 となるため除外 した)、 溝跡 3条 (SD01～ 03)である。この時期の遺構範囲は南
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から北に調査区の約2/3に亘る。特に掘立柱建物跡は南側を主体として SB01～ 04、 05、 06の 3箇所にまと

まりが窺える。これに加えて SD01・ 03は 溝の方向から区画する様相が見られる。

SЮ
tt A・

B24・ 25区に位置する。長軸 (南北)700m× 短軸 (235m)、 深さ070mの規模を有する。床は

貼り床となるが硬質ではなく、調査時に掘り方まで一気に掘り下げた経緯がある。柱穴・カマドは検出され

てない。掘り方は掘り込みが南北 2箇所見られ、北側は南北長3.90m、 南側は230mで いずれも浅い凹凸が

みられる。この掘り込みの間に幅060mの 畦状の仕切りが見られる。この仕切りと床面の高さは南側ではほ

ぼ一致するのに姑して、仕切りの北側では約10cm下 がる状況である。一方、埋上の堆積状況は①②層は南壁

の崩落を含めて自然堆積で③より新しい。④は仕切りより南側での床面直上層で仕切りを越え北側まで延び

ており、現場では同一層と判断した。①②層は北端部の上がり状況から直下の④層も①②層と同様に、肉眼

では観察できなかったが上がっていた可能性もあり得る。これらのことから元来 S101は 2軒あるいは、南に

拡張の想定できる住居跡である。遺物は床面から須恵器郭 (13～ 16)、 甕 (17)、 土師器杯 (18～ 26)、 土師

器高台郭 (27・ 28)、 土師器皿 (29'30)が出土している。これらの遺物には墨書「院」が多く見られる。

S102 B21区 に位置する。長軸 (東西342m)× 短軸315m、 深さ012mの規模を有する。東側1/5は 調査

区外にある。形態は東西方向に長い方形となる。カマドは北壁の中央に位置する。袖等は削平などにより皆

無であり、燃焼部・煙道部が遺存する程度である。床面は一体的に硬質で地山面を直接床とし、掘り方はみ

られない。周溝はカマ ド部、北東隅を除き回る。ピットはカマ ド姑面南壁に近接する出入 りロピットが見ら

れる。重複関係はS103が古い。遺物は灰釉碗 (31)、 九瓦片 (34)が出土 している。九瓦は出上位置からカ

マ ド袖材 として使用されたものである。

S109 F17区 に位置する。SD041こ 切 られ、カマ ドと住居隅角での検出であり全貌は分からない。SD04を

考慮 しても東西2.00mが 限界である。カマ ドの位置はほぼ住居跡隅角で北向き、袖などの構築物はすでに皆

無である。遺物はカマ ド支脚とされた土師器杯が 2個体 (35・ 36)と 小型甕 (38)が重なって、焚き口付近

には鉄鉢形の土師器鉢 (37)が各々出土 した。

SH3 111区 に位置する。北側を芋穴によって切 られカマ ド・隅角部での検出である。カマ ドは東壁に位

置 し南東隅角に偏在する。構造物はすでに無 く焚 き口の両脇に礫が、前庭部にも 1個遺存 していた。これ

らは焚き日の構築材である。燃焼部はわずかに焚き口より浅 くなり、煙道部へ連続する。カマ ド右側には小

規模の土坑が見 られる。この土坑は位置から所謂貯蔵穴とされるもので、形態は楕円形、長軸050m、 短軸

035m、 深さ018mを 計測する。遺物は土師器杯 (41)の ほか灰釉皿 (43)が出土 している。

SH4 17・ 8区 に位置する。西半分は調査区外 となる。長軸 (南北305m)× 短軸 (165m)、 深さ0.32

mの規模 を有する。床面は中央を主体に硬質範囲がみられ、周溝はカマ ド部を除き幅10cm、 深さ 1～ 4 cm

で回る。柱穴はカマ ド袖の右側にピットが見られる。楕円形で長軸050m、 短軸045m、 深さ0.40mで ある。

対になるかは分からない。また東側に接 して浅い掘 り込みがみられる。位置は隅角にあることから貯蔵穴で

ある。長軸045m、 短軸045m、 深さOHmで ある。カマ ドは北壁の中央に位置 し、燃焼部はやや浅 く、火

床部はカマ ド掘 り込み内部にある。その位置より支脚に転用された土師器郭・高台付郭が 4個 (46～ 49)

と基部に小型甕 (50)が重なった状況で出上 した。

SBOtt A・ B23・ 24区に位置する。総長桁行820m× 梁行 (3.90m)の 側柱建物 (南北棟)である。桁行

4間 ×梁行 (2)間、掘 り方は略方形で平均長軸1,00m、 短軸100mで あるが形態・規模は一定していない。

建物方向は N-8° Eで ある。埋土は黒色土とローム上の互層で版築状 となる。柱聞 (掘 り方中央)距離は

桁行2,70m・ 240m・ 180m・ 180m、 梁行180m・ 1.80m― である。遺物は土師器郭 (51)が覆土からの出
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土である。

SB03 B 22・ 23区に位置する。総長桁行840m× 梁行 (300m)の側柱建物 (南北棟)である。桁行 5間

×梁行 2間、掘 り方は略方形、楕円形で一定 しない。建物方向は SD01と 同方向の N-15° 一Eである。長軸

1.00～0.50m、 短軸060～ 040mで ある。柱間距離は桁行210m・ 1.50m・ 150m・ 180m。 1.50m、 梁行…200

m… である。

SB05 F・ G17・ 18区 に位置する。総長桁行 (310m)× 梁行360mの 側柱建物 (南北棟)で、東側に廂

を付帯する。桁行 (2)間 ×梁行 2間、掘 り方は略方形で平均長軸100m、 短軸100mで ある。建物方向は

N-0° Eである。埋土は黒色土 とローム上の版築構造、検出された建物の中で最 も硬質である。柱痕は平

均径15～ 20cmで ある。柱間距離は桁行160m。 150m… 、梁行1.80m。 180m、 廂は東桁筋から180mの 出と

なる。おそらく少なくとも3× 2間以上が予想され、建物群の中心的位置付けとなろう。

SB06 」14・ 15区 に位置する。検出された建物のなかで最 も北に位置する。総長桁行 (260m)× 梁行

(4.20m)の 側柱建物 (東西棟)である。桁行 (1)間 ×梁行 (2)間、掘 り方は略方形で平均長軸1,00m、

短軸0.80mで ある。建物方向は N-90° 一Eである。埋土は黒色土とローム上の互層で版築状 となる。柱痕

は平均径15cmである。柱間距離は桁行260m… 、梁行200m・ 220m― である。

SD01 A28～ B25区 に位置する。一直線に延び検出範囲は32.00mを 超える。幅090～ 115m、 深さは040

～060m、 断面は台形状 となる。方向は N-15° Eで ある。主な遺物は須恵器杯 (59)、 土師器郭 (60～

67)、 皿 (68～ 70)である。墨書土器には「院」「野」「皿」などが見られる。

SD03 B19区 に位置する。幅1,15～ 130m、 深さは056m、 断面は台形状 となる。方向は N-75° 一Wで

ある。重複関係はS104が古い。遺物は土師器杯 (74～ 76)、 皿 (77)が 出土 し、墨書土器には「院」「宮□」

が見られる。方向は SD01と T字状に交差する可能性が指摘される。

4)中 世

遺構は竪穴状遺構 1基 (SX01)、 土坑 1基 (SK07)、 井戸跡 3基 (SE01～ 03)、 溝 2条 (SD07・ 08)であ

る。

SXO刊  B18・ 19区 に位置する。形態は方形の竪穴状遺構である。規模は長軸390m、 短軸 (2.60m)、 深

さは床面まで060m、 最深部で080mである。遺構の1/3は 調査区外にある。床面は水平で貼 り床を構築 し、

北狽11/3は 深さ030mの 掘 り込みが不定形になされる。堆積土層から見ると貼 り床 (6層 )を 切つて 7層 を

掘 り込み、その後自然堆積をなしてお り、ここに廃棄する以前に何等かの行為があったものと思われる。こ

の掘 り込みは全て楕円形状を呈 してお り作為的 (粘土採掘跡に類似する)に思われた。遺物は覆土中から前

代の遺物 (53～55)の みで、伴う遺物は出上 していない。

SK07 B18区 に位置する。SX01の 東
|こ

近接する。形態は楕円形である。規模は長軸230m、 短軸 (0,70

m)、 深さ0,74mで ある。壁面は垂直に落ち込み北狽」の壁には段状の掘 り込みが見られる。覆土は SX01と 同

類で締 りがない。遺物は出土 していない。

SE01 117区 に位置する。形態は楕円形である。規模は長軸3.00m、 短軸220m、 深さ210m以上である。

半散での調査であり底部までは安全のため完掘に至ってない。ピンポールで差 し込むと約060m残る結果と

なり、深さはおよそ270mと なる。埋土の堆積は①～⑦層が人為的堆積、③層は自然堆積である。基本土層

観察地点②では標高26.00mで 灰褐色土下層は砂質・礫混じりとなるためこの辺りがⅧ層となる。遺物は③

層から土師器小皿 (56)、 内耳鍋 (57・ 58)が出土している。

SE02 117区 に位置する。形態は円形である。規模は長軸1.50m、 短軸125m、 深さ150m以上である。
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半我での調査であり底部までは安全のため完掘に至ってない。遺物は出土 していない。埋上の堆積は SE01

と同様に上層は人為的堆積である。

SE03 」6区 に位置する。形態は楕円形である。規模は長軸240m、 短軸180m、 深さ140m以 上である。

半我での調査であり底部までは安全のため完掘に至ってない。遺物は出土 していない。埋土の堆積は SE01・

02と 同様に上層の①～⑥層は人為的堆積である。

SD07 113・ 14区 に位置する。幅400m、 深さは134m、 断面は台形状 となり、方向はN-94° 一Eである。

埋上の堆積は①～③までは人為的堆積、④⑤が自然堆積である。

SD08 110・ 11区 に位置する。幅340m、 深さは140m、 断面は台形状 となる。方向はN-94° 一Eである。

①～③層は人為的堆積である。特に①②層の溝両端は約10cmの 掘 り込みを施 し、特に西側で顕著であった。

この様に SD07と 規模・方向・堆積状況において類似点が多 く、さらにこの溝間の距離 も30m(換算尺で

100尺)と する点も決 して偶然ではなかろう。

2.出土遺物

出土遺物は、縄文深鉢、古式上師器 (郭 ・高jTx・ 鉢・甕)、 古代土師器 (郭・高台付郭・皿 。鉄鉢・甕)、

須恵器 (郭・甕)、 灰釉陶器 (碗 ・皿)、 緑釉陶器 (碗 )、 土製品 (九瓦・獣足・羽口)、 中世土師器、内耳

鍋、石日、鉄津である。遺物年代は、遺構 。遺構外・表採を含めると縄文時代前・後期、古墳時代前・中

期、平安時代後期から中世 (15世紀)に亘る。

1)縄文時代

(94)は 回縁部に刻みを入れ、細い粘土紐を鋸歯状に貼 り付ける前期末の十三菩提式である。笠間市石山

神遺跡例、龍ケ崎市沖餅遺跡例に類似する。 (79)は 1号埋甕に使用された深鉢である。文様は沈線文系の

蛇行懸垂文を施す。後期の堀之内 1式である。

2)古埃時代

S104(1～ 6)、 S105(7・ 8)、 SK01(9～ 12)の 遺物が相当する。調整はハケロ、ヘラケズリ、ヘラ

ミガキが主体である。(1)は 形状から杯 とした。(2)は 台付甕で (3～ 5)の甕口縁部は一体的にくの

字形 となる。(7・ 8)は高郭で中実柱状の脚部である。(9・ 10)は 高杯、 (11)は 郭である。 (12)は 鉢

形土器である。 (12)の 口縁部は折 り返される。時期はS104(1～ 6)と SK01(9～ 12)が前期末、S105

(7・ 8)が中期前半代である。

3)平安時代

S101(13～ 30)、 S102(31～ 34)、 S109(35～ 38)、 S110(39・ 40)、 S113(41～ 45)、 S114(46～ 50)、

SB01(51・ 52)、 SD01(59～ 71)、 SD02(72・ 73)、 SD03(74～78)の 遺物がオロ当する。

供膳具は土師器 (郭 ・高台郭・皿・鉢)、 須恵器 (郭 ・高台郭 )、 灰釉陶器 (碗・皿)、 緑釉陶器 (碗)で

ある。煮沸・貯蔵具には土師器・須恵器ともに甕である。土製品には九瓦・獣脚がある。供膳具の割合は土

師器・須恵器共に半々である。土師器の非ロクロ製品は皆無である。調整はいずれもロクロ調整で底部切 り

離 しは土師器・須恵器ともに回転ヘラ切 りで、回転糸切 りはない。回転は右方向 (時計回り)が多 く、調整

後は体部下端～底部に亘 り手持ちあるいは回転ヘラケズリであり、土師器郭内部は黒色処理されミガキがな

される。 (37)は 鉄鉢形土師器である。(89)獣脚 とともに所謂仏具 として見 られてお り、(81)墨 書「寺」

との関わ りが指摘 される。須恵器はS101(13～ 17)、 S110(39'40)、 生産地は胎土 (雲母・白色角粒 )、

手法 (回転ヘラ切 り⇒手持ちヘラケズリ)か ら所謂新治窯跡群の範疇と思われ窯跡を特定するには至ってい

ないが、郭の形態から概ね 9世紀中葉に位置付けられる。灰釉陶器は (31・ 43)があ り釉薬はともに漬け
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掛け、(43)の 高台は崩れた三日月状をなしており、折戸 53号窯式の特徴である「口縁部の直線化」はま

だ進んでいないところから9世紀後葉～ 10世紀前半の年代とした。

表採ではあるが緑釉陶器碗 (87)を得ている。(87)は軟陶で淡い黄緑色の釉薬が掛かっており京系であ

ろう。このように灰釉・緑釉陶器も概ねこの時期とされ、在地の土師器・須恵器ともに遜色ない。このほか

SD03出 土の輔羽口片 (78)は小鍛冶的な施設を窺わせ、碗形津 (90)|ま これを裏付ける資料となった。

このように集落跡の存続期間は9世紀中葉～ 10世紀前半とされよう。しかしSD01・ 03で 区画する遺構

はこれより早く9世紀中葉での廃絶となるようである。

4)中 世

この時期はSE01に まとまる。いずれも上層の人為的埋土からの出土であり、井戸廃棄時の所産である。

(56)は灯明皿である。底部切り離しは回転糸切り無調整である。 (57・ 58)は 内耳鍋の口縁部である。深い

形状をなし体部外面は煤が全面に付着する。いずれも口縁部に刻書「×」がなされ、屋代B遺跡 I(龍 ヶ崎

市)に類例がある。このほか表採の石臼 (92・ 93)も この時期、(93)は形状から茶臼であろう。

Ⅵ.総 括

ここでは縄文・古墳時代については前項に譲 り、主に古代・中世に絞って所見を述べる。

古 代 平安時代の筑西市明野地区・桜川市真壁地区 。大和地区周辺は、常陸国真壁郡 (旧称白壁郡)に属

し、北を新治郡、南を筑波郡に接する。勝日名類衆抄』によれば、真壁郡は7郷 に分かれていたとされてい

る。真壁郡域での郡衛・郡寺の位置は未詳ではあるが、桜川市真壁地区の源法寺遺跡で新治廃寺系の瓦が集

中して出土 し、新治郡衛跡・新治廃寺跡との密接な関係が想定される。

9世紀代の東国において、停囚や物部氏の反乱が発生する混乱状況のなか、平高望の東国下向に伴い、平

氏一族は東国に土着化 し、10世紀前半にかけて、高望の子である平国香・良兼等が真壁郡周辺に勢力を伸

ばしたとされる。『将門記』によれば、真壁・筑波・新治の 3郡は、承平・天慶の乱の初戦・承平 5年 (935

年)の主戦場 としての記載がみられ、明野地区東石田には、国香の「石田の宅」。「舎宅」があったとされ

る。

この様な歴史背景のなかで、今回の調査により9世紀中葉～ 10世紀前葉の集落跡が検出された。

集落は主に住居跡・掘立柱建物跡で構成されている。建物の配置は調査区の形から明瞭でないが、①建物

の掘り方はlm内外の略方形。②柱間は換算尺。③建物群は複数有する。④ SB05は 片面廂を付帯する建物

である。③ SD01と SD03は方向性から区画溝とされる。③墨書・墨痕総数 35点の内15点が「院」とをは

「院」力であり全体の 43%を 占め、S101・ SD01・ SD03の み墨書「院」が出土している (第 7日参照)。 ⑦

寺・仏具に関連する墨書「寺」(81)の ほか、灰釉陶器 (31・ 43)、 緑釉陶器 (87)、 鉄鉢 (37)、 獣脚 (89)

に加え、③小鍛冶等の施設の存在も窺わせている。

このことから炭焼戸東遺跡における墨書「院」は区画を示すものであり、おそらく調査区の西側を主体と

しSD01・ 03の溝によって区画される所謂「院」が想定される。管見によれば墨書「院」の県内における類

例は少なく、茨城廃寺跡、筑波山山頂遺跡、旧明野町倉持遺跡の3例にとどまり、本遺跡を含めて4例 とな

る。他県においても「院」は寺院関連遺跡に多く、性格については、①～⑤は官衛あるいは居館、⑥⑦から

は寺院関連施設が想定されよう。その廃絶時期は概ね9世紀中葉である。

また墨書「院」を出土した倉持遺跡は、本遺跡より2.5 km南 に位置するなど、周辺は本遺跡を含め古代に
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おいて重要な地域であつたことが窺われ、今後の調査

の大きな課題とされる。

中 世 15世紀中頃の関東では、鎌倉公方 と足利将

軍家・関東管領上杉氏との対立の中、永享の乱 (鎌倉

公方滅亡)、 結城合戦 (結城氏滅亡)、 鎌倉公方及び結

城氏再興、鎌倉公方成氏、古河へ退転、と勢力圏がめ

まぐるしく変化する情勢であった。本遺跡の南に位置

する海老ヶ島城は、結城方 。小田方との境界的位置に

立地する平城で、結城氏再興期である寛正 2年 (1461

年)に築城 された伝承を持つ。応仁元年 (1467年 )、

結城氏一族である結城秀千代 (海老原輝朝)が海老ヶ

島城に入城 し、慶長 7年 (1602年 )、 佐竹氏の秋田国

替に伴 う廃城までの 135年 間、城主の系統は七変 し、

絶えず結城・小田・佐竹氏の争乱の渦中に置かれてい

る環境にあつたといえる。

調査 に よる主な遺構 は、井戸 (SE01～ 03)、 溝

(SD07・ 08)である。この位置は海老ケ島城跡 (北側

土塁)か ら北 350mの距離にあ り、また城の北側に

位置する低湿地 (自 然の堀幅 150m)を介すること

からも防備的な施設区域 とは考えられない。おそら

く井戸の存在から居住区域的な空間であろう。しかし

SD07・ 08の構築後の埋め戻 しは如何なるものであろ

うか。今後の課題 となる事象である。時期はSE01出

土の小皿・内耳鍋からすれば 15世紀代の所産であり、

まさに海老ケ島城初期段階の遺構 とされよう。
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第 1表 遺構一覧表

遺構名 位  置 平面形態 方 向
規  模

備  考
長軸 (長 さ)X短軸 (幅 )× 深 さ(m)

A B 2425 方 形 N-10° 一E 700× (235)X OiO 平安時代 1軒 としたが元は2軒であろうか

S102 方 形 N-13° 一E (342)X315× 012 平安時代 北壁にカマ ド、南に出入 り回ピット

S103 820 方 形 N-6°一E
周溝a:560X(410)X015

古墳時代 中期
周溝b:648× (410)× 015

S104 B1920 方 形 N-32° 一E (310)X(260)X030 古墳時代前期

S105 B17 方 形 N-11° ―E 280× 260X020 古墳時代中期

S106 C D17 方 形 N-7°一E 302X084X030 平安時代 北壁中央東寄 りにカマ ド

S107 D17 方 形 N-6° E 256X(033)X038

S108 E17 方 形 N-6°一E a50X(080)X040
S109 F17 方 形 N-6° E (140)× (110)X020 平安時代 北壁北東隅角にカマ ド

方 形 N-85° 一E (250)× (060)X030 平安時代 東壁にカマ ド

方 形 N-22° 一E (270)× (070)X050 平安時代

方形 N-10° 一E 340X(180)X012 平安時代

111 方形 N-85° 一E (160)× (100)X020 平安時代 東壁南東 I島 角にカマ ド 袖石

方形 N-10° 一E (305)× (165)× 032 平安時代  北壁北東隅角にカマ ド

方形 N-0°一E 410× (140)X012

SBO] A B 2324 南北棟 側柱建物 N-8°一E 桁行4間 82m× 梁行 (2聞39m) 桁行 (27241818)、 梁行 (1818)

SB02 B2324 南北棟 側柱建物 N-20° 一E 桁行 (5間 ?)95m X梁 行不明 (40m) 桁行 (不 明 )、 梁行 ( 1815 )
SB03 B2223 南北棟 側柱建物 N-15° E 桁行 (5間 )84m× 梁行 (2間30m) rl行 (21151518 5)、 梁行 ( 20 )
SB04 南北棟 lFl柱建物 N-18° E 桁行 (6間 )66m X梁行 (2聞32m) 桁 行 2101109 3■ 1)、 梁行 (■ 6 )

SB05 F C 1718 南北楳 狽‖柱建物 N-0° E 桁行 (2間31m)X梁行 (2闘 36m)X用 出 (18m) 桁 行 6■ 5 )、 梁行 (1818)、 廂 出 (18)

SB06 114 15 東西棟 側柱建物 桁行 (1問26m)X梁 行 (2間 42m) 桁 行 26 )、 梁行 (2022)

SB07 114 15 南北棟 N-12° 一ヽV 1621 柵テJか

SK01 B22 長方形 N-8T― E 190X098X040 古墳時代 中期

SK02 D17 方形 N-7生E 160× (085)X014

SK03 方形 N-7° E 110X075 XO"

SK04 楕円形 N-25° Vヽ ■40X090X037

SK05 楕円形 N-60° E 095X078X047
SK06 H17 方形 N-0° E 150X(030)X021

SK07 楕円形 N-7生 E 230× (0招Э)X074 中世

SK08 楕円形 N-20° 一ヽV 155X130X024

SK09 楕円形 N-20° E 120X107X012

SK10 方形 N-0° E と40X095X016

SKll 方 形 N-0° E と73X080× 017

SK12 方 形 N-0° E 143× 085X027

SK13 [18 長方形 N-0° E 230× 120× 043

SK14 方 形 N-0°一E 140X(050)X075

SK 5 長方形 N-3°一E 125X070X020

SK 6 長方形 N-0°一E 185X060X020

SK 7 長方 /// N-0°一E 265X070X044 台形状

8 長方形 N-0° E 190X060X035 台形状

9 長方形 N-0°一E 220X070X016 台形状

SK20 長方形 N-0° E 200X075X030 台形状

SK21 長方形 N-2げ ―E 235 X O mЭ X o25 合形状

SK22 長方形 N-15° 一E 320X074× 017

SK23 長方形 N-0°一E 200× 065× 020

SK24 長方形 N-90° ―E 123X080X028

SK25 長方形 N-10生 E 180X100X042

SK26 楕 円形 N-15° lli (120)X l15× 049

SK27 長方形 N-15° Vヽ 215X100X045
SK28 145 方 形 N-0°一E (085)X(055)X023

SK29 方形 N-10° 一E 170Xl 10X046 台形状

SK30 方形 N-2ば―E 080× (035)XO%
1号埋甕 円形 042× 040X02
SD01 A28～ B25 N-15° 一E (320)X090～ 115X040～ 060 SD03と 区画 をなす。

SD02 N-70° 一ヽV (23)× 025× 007-014

SD03 N-75° 一W (380)× 115～ 130X056～ 058 S104が古い。SD01と 区画 をなす。

N-4° E (450)X l10～115X036～ 054 S109/vゞ 古 ψヽ。底言БイよJヒ tElに 下がる

SD05 GH～ 1718 N-2°一E (450)X170～ 2,00X014～ 023 近世

SD06a N-8ば―W (500)X030～ 035X006～ 009

SD06b N-80° IV (500)X045～070X005～ 014

SD07 113 14 N-94° E (450)X400X134 中世 埋 め戻 し

SD08 ll N-94° 一E (450)× 340X140 中世 埋め戻 し

SD09a I J9 N-88° E (500)X070～090X025～ 036

SD09b I 打9 N-88° E (500)X090～010X056～ 066

SD10 I T8 N-88° E (500)X055～085X005～ 010 近 世

SDH [ J7 N-9グーE (500)X045× 004～0" 近 世

SD12 [ J6 N-75° 一E (510)X080～110X044～ 050 近 世

SD13 N-24° W (120)X035～060× 028～040 近 世

SD14 N-24° 一W (120)X030～050X019～ 025 近 世

SD15 1^ヤ 3 N-10° 一W (185)× 085～ 125X035～ 052 近 世

SD16 1～3 N-10七 W (180)X050～105X036～ 045 近 世

117 楕 円形 800X220X(210) 中世 検出面は楕円形、井戸本体は円形。

SE02 円形 I「DO× 125X(150) 中世

SE03 精円形 240× 180X(140) 中世 検出面は楕円形、井戸本体は円形。

SX01 19 方形 N-5°一E 390X(260)X060 中世

SX02 不正形 N-80° 一E (410)× 190X011 濤状となり底部に焼上が堆積するc
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第2表 遺物観察表 (1) (復元 口径 )と 媛 /rF」  早

剛
配

遺構番
号

種 別 器 種 遺 存
口径 底径 器高

胎  土 色  調 焼 成 調   整 備  考
長 さ 幅 厚 さ

1 S104 土師器 杯
口縁部
1/2破損

砂礫 赤橙色 酸化
口縁部外面ナデ 内面ハケロ 胴部外面ナデツケ 内面
ヘラナデ 底部ナデ

S104 土師器 台付甕
部

形

脚

完 砂 淡橙褐色 酸化 胴部内面ミガキ 脚部外面ハケロ 内面ヘラナデ

3 S104 土師器 小型甕
口縁部～

胴言Б片
砂礫 明橙色 酸化

口縁部内面横ナデ後ミガキ 胴部外面ミガキ 内面ケズ

リ後ミガキ

4 S104 土師器 霙
一部

片
縁

部
口
胴 (142) 礫多 赤橙色 酸化

「く」の字形口縁部を有す 口縁部外面横ナデ 内面ノ

ケロ 胴部外面ケズリ内面ナデ

5 土師器 妻
口縁部～

:Π言卜1/6
(135) 砂礫 暗赤橙色 酸化

「く」の字形口縁部を有す 口縁部内外面横ナデ 胴罰
外面ナデ 内面ナデ

S104 土師器 甕
底部～胴
部 1/3

(140) 砂礫やや多 著赤橙色 酸 化 胴部外面ナデ 内面ケズリ後ミガキ

7 土師器 高  杯
口縁部～

体部 1/5
[132] 赤色粒 ホ橙色 酸化

日縁部外面ハケロ→枝ナデ→ ミガキ (一部)体 部内
外面ミガキ

8 S105 土師器 高  郭

脚部柱状

部 裾部

欠損

抄 淡赤橙色 酸化 即柱状部外面 ミガキ 内面ケズ リ

9 SK01 土師器 高  郭
口縁部～
体部 1/4

少粒 営赤橙色 酸化
口縁部外面ナデ ハケロ 内面ハケロ 体都外面ナデ
ハケロ 内面ヘラナデ

SK01 土師器 高  郭
不部 1/2

欠損
砂礫 嗜赤橙色 酸化

郭都口縁部横ナデ 体部外面ハケロ内面ケズリ 脚柱状
部外面ケズリ内面ハケロカキトリ 裾部ヨコナデ

]K01 土師器 杯 少礫 暗赤橙色 酸化 口縁部横ナデ 体部外面内面ケズリ

3K01 土師器 鉢
口縁部
1/6

(200) 砂礫 暗赤橙色 酸化
口縁部外面枝ナデ下端ハケロ 体部外面ハケロ後ケズリ
内面ヘラナデ

須恵器 不
口縁部
1/4欠損

礫 暗青灰色 一死理屋 右 ロクロ調整 底部右 回転ヘ ラ切 り

S101 須恵器 邦
口縁部
1/2欠損

礫 褐灰色 還元
右ロクロ調整 体部外面下端手持ちヘラケズリ 底部右
回転ヘラ切り後ナデ

15 須恵器 郭
口縁部
1/2

(140) 礫 雲母 灰 色 還元
右ロクロ調整 体部外面下端手持ちヘラケズリ 底都右
回転ヘラ切 り

S101 須恵器 不 2/3 (147) 礫 灰 色 還 元
右ロクロ調整 体部外面下端手持ちヘラケズリ 底部右
回転ヘラ切り後ナデ 墨書 :体部外面墨痕、底部内面「院」

17 須恵器 甕
縁
２

口
ｙ

雲母 灰褐色 還元 ロクロ調整 胴部外面平行叩き内面ナデ

S101 土師器 不
口縁部

1/3欠損
133 赤色粒 砂礫

色橙

黒

赤

内 酸化
右ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 外面下端回転ヘ

ラケズリ 底部回転ヘラケズリ

土師器 ITh 醐豫
砂礫

浅黄橙色
内黒

酸化
右ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 外面下端回転ヘ

ラケズリ 底部右回転ヘラケズリ

閉 S101 土師器 不 2/3残存 (134) 雲母
暗橙褐色

内黒
酸化

ロクロ調整 体部外面下端回転ヘラケズリ・口縁～底部
内面ミガキ (口縁～底部横位 底評交)底 部回転ヘラ
ケズリ

土師器 杯 1/3残存 (133) 雲 母
赤橙色
内黒

酸化

整

リ

調
ズ

∃

ロ
ケ
院

力
４
フ
Ｆ

ロ

ヘ
位

右

転

正

口縁～底部内面ミガキ 体部外面下端回
底部回転ヘラ切り後右ナデ 墨書外体部

土師器 郭
口縁部
1/2欠損

134 砂礫
暗赤橙色
内黒

酸化
右ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面下端回
転ヘラケズリ 底部回転ヘラ切り後回転ヘラケズリ

S101 土師器 杯 口縁部片 雲 母
赤橙色

内黒
酸化

ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 墨書外体部正位
「院」カ

土師器 不 口縁部片 砂礫
嗜赤橙色
内黒

酸化 ロクロ羽整 体部外面墨痕

土師器 杯 底部片 砂礫
炎赤橙色
勺黒

酸化
右ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面下端手
持ちヘラケズリ 底部回転ヘラケズリ 底部外面墨痕

土師器 邦 底部片 要母
暗赤橙色
勺黒

酸化 口縁～底部内面ミガキ 底部ケズリ 底部外面墨痕

S101 土師器 高台付郭
口縁～底

言L1/2
雲母 赤橙色 酸化

右ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面下端E
転ヘラケズリ 底部回転ヘラ切り 墨書 :底部外面「院_

カ

土師器 高台付杯
口縁～底
き【1/2

(145) 槃
色褐

黒

橙

内 酸化

ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面下端右E
転ヘラケズリ 墨書 :体部外面正位「院」力 底吉ヽ外面
「院」

S10〕 土師器 皿
ヨ縁～底
邪1/3

雲母
赤橙色
内黒

酸化
ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面下端回菊
ヘラケズリ  墨書外体部横位「院」

土師器 皿
口縁～底
部 1/8

砂粒
橙褐色

内黒
酸化

整調

コ
ロ
院

ク

Ｆ
口
位

口縁～底部内面 ミガキ 墨書 :体部外面棲

S102
灰釉陶

器
碗 口縁部片

黒色微粒吹出

物
灰 白色 還元

ロクロ調整 口縁端部はわずかに折れる。灰釉は漬けが
1)

上師器 奏
一縁

片
口
部

礫やや多 暗赤橙色 酸化
口縁部横ナデ後内面ナデ 胴部外面ケズリ後ナデ ‐内面
ナデ

] 単位cm
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第 3表 遺物観察表 2) (復元口径)[残存 ] 単位cm

醐
ｈ

遺構
番号

種  別 器  種 遺 存
日径 底径 器高

胎  土 色  調 焼  成 調   整 備  考
長 さ 幅 厚 さ

S102 土師器 甕
口縁部
1/4

礫やや多 暗橙褐色 酸 化 口縁部横 ナデ 胴郡外面ナデ 内面 ナデ

配
Ｍ

土製品 丸  瓦 瓦 片 砂礫多 橙褐色 酸化 内面棉巻き作 り 布日 外面ナデ 新治廃寺系

Ｓ‐０９
隅

土師器 不 完形 雲母 暗橙褐色 酸化

右ロクロ調整 口縁～底部内面ヘラミガキ 外面回転ヘ

ラケズリ 底部回転ヘラケズリ 内底部ヘラミガキ 内
外面煤付着 灯明 カマド支脚転用

剛
岨

土師器 杯 完形 雲母微粒
淡赤橙色

酸化

右ロクロ調整 口縁～底部ヘラミガキ 体部外面回転ヘ

ラケズリ 底部右回転ヘラケズリ 内外面煤付着 灯明
カマ ド支脚転用

硼
嶋

土師器 鉄  鉢
日縁部
1/2欠損

96 雲母微粒 暗橙褐色 酸化
口縁部内外面ヘラミガキ 体部外面下端 右回転ヘラケ
ズリ

Ｓ‐０９
Ｍ

土師器 小型甕
口縁郡欠
損

[■ 9] 砂礫多 橙褐色 酸化
胴部外面ヘラナデ 指ナデ 内面ケズリ 底部木葉痕
カマド支脚転用

須恵器 不
,実言[1/3
欠損

白色礫 雲母
多

灰褐色 還元
右ロクロ調整 体部下端手持ちヘラケズリ 底部手持ち
ヘラケズリ

須恵器 大  甕 胴部片 礫 黒色微粒 灰 色 一死理選 胴部外面平行叩き 内面ナデ 緑色の自然釉

土師器 郭 3/4残存
赤色粒 雲母
微粒

暗赤橙色 酸化
右ロクロ調整 底部内面放射状と同心円状のミガキ 底
部ヘラ切り後ナデケシ 線刻

42 M13 土師器 高台付郭 1/3残存 (144) 雲母微粒。砂
橙褐色
内黒

酸化
右ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 高台が高い

(ち

cm)

灰釉陶
器

皿

体
破

縁．
И

口

部

椙
135 礫 黒色吹出

物粒
灰白色 一死連遅

右ロクロ調整 口縁部は直線的 体部外面ロクロによる
沈線あり 高台は崩れた三日月状をなす 灰釉は漬けか
け 淡緑色釉～白色やや厚め

44 土師器 甕 桐～底部 砂 粒 赤橙色 酸化 胴部外面ケズリ 内面ナデ 底部外面ケズリ

土師器 奏
口縁～胴
きる1/6

[184] 砂礫 炎赤橙色 酸化 口縁部横 ナデ 胴部外面下ケズ リ 内面ヘ ラナデ

削
剛

土師器 郭 ほぼ完形 110 砂礫 登褐色 酸化
ロクロ調整 体部内面雑なミガキ外面下端一部手持ケズ
リ 底都手持ケズリ カマ ド文脚転用

‐４

４

Ｓ‐
血

土師器 郭 完形 雲母微粒 ホ橙色 酸 化

右ロクロ調整 体部下端と底部手持ヘラケズリ 体部内
面ミガキ弧状のミガキ 底部内面一定方向のミガキ カ
マド支脚転用

Ｓ‐‐４
昭

土師器 杯 ほぼ完形 秒 粒 登褐色 酸 化

右回転ロクロ調整 底部回転ヘラケズリ 体部外面下輪
右回転ヘラケズリ 体部内面ミガキ 底部内面一定方声
のミガキ カマド支脚転用

49 Ｓ‐‐４
隠

土師器 高台付14
口縁部
1/3欠損

砂泣 登褐色 酸化
ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部下端回転ヘラ
ケズリ カマ ド支脚転用

Ｓ‐‐４
Ｍ

土師器 小型甕
口縁部欠
損

[115] 礫 ホ橙色 酸化 胴部内面ナデ 外面下半ケズリ カマド支脚転用

SB01 土師器 邦
口縁～体
部片

砂粒
色褐

黒

登

勺 酸化
ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面下端回転
ヘラケズリ 体部外面に墨書「十」

SB01 土師器 杯
口縁部
1/2欠損

(132) 42 少礫
色褐

黒

登

勺 酸 化
ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 底部回転ヘラ切り
後ナデ 体部外面焼成後線刻

SX01 土師器 郭 体～底部 雲母
色褐

黒
橙
内 酸化

ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面下端～底
部回転ヘラケズリ 底部焼成後線刻

SX01 土師器 不 1/2 (114) 礫 官赤橙色 酸化
ロクロ調整 国縁～底部内面ミガキ 体部外面下端～底
部手持ちケズリ

SX01 土師器 萎
口縁～胴
部片

[79] 雲母 ホ橙色 酸化 口縁都ヨコナデ 胴部外面ナデ内面ヘラナデ

3E01 土師器 小  皿 /1/N粒 橙色 酸化 ロクロ調整 底部回転糸切り 口縁部に油煙付着

SE01 土師器 内耳鍋 口縁部片 雲 母 唇橙褐色 酸化 国縁～体部内 外面ナデ ロ縁部外面に線刻「 メ」あ り

SE01 土師器 内耳鍋 口縁部片 雲母 暗橙褐色 酸化
口縁～体部内 外面ナデ ロ縁部外面に線刻「メ」あり、
57と 同-1団体か

SD01 須恵器 1/N 雲母 灰色 還元
右ロクロ調整 体都外面下端手持ヘラケズリ 底都回転
ヘラケズリ後粗雑なナデ 底部外面墨痕

60 〕D01 土師器 杯 礫
橙掲色

内黒
酸化

ロクロ調整 体部外面下端 回転ヘ ラケズ リ 内面 ランダ
ムな ミガキ 底部右 回転ヘ ラ切 り後右 回転ヘ ラケズ リ

墨書 :体部外面「院J力

3D01 土 師器 系
本～底部

雲母 砂粒
赤橙色
内黒

酸化
ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面下端回転
ヘラケズリ 底部回転ヘラケズリ 底部外面墨痕

3D01 土師器 14N
目縁部
1/3欠損

礫
橙褐色

内黒
酸化

右回転ロクロ調整 国縁～底部内面ミガキ 体部外面手
持ケズリ 底部右回転ヘラ切 り後一定方向の手持ヘラケ
ズリ 墨書 :底部外面「院」

3D01 土師器 高台付杯 台部 骨 針
暗赤橙色

内黒
酸化 右ロクロ調整 体部内面ミガキ 底部右回転ヘラ切り

SD01 土師器 郭 口縁部片 赤色粒 砂粒
暗赤橙色

内黒
酸化 ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面墨痕
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第 4 遺
つ
０ (復元口径)[残存 ] 単位cm

醜
ｈ

構
号

遺
番 種 別 器 種 遺  存

口径 底径 器 高
胎  土 色  調 焼  成 調   整 備  考

長 さ 幅 厚 さ

SD01 土師器 邦 口縁部片 雲母 砂粒
赤橙色

内黒
酸 化 ロクロ調整  口縁～底部内面 ミガキ 体部外面 に墨痕

3D01 土師器 琢 口縁部片 雲母微粒
暗橙褐色
内黒

酸化 ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面に墨痕

67 SD01 土師器 不 体部片 雲母 砂粒
暗赤橙色

内黒
酸 化

ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 墨書 :体部外面横
位「野」「□」

SD01 土師器 皿 1/2 雲母微粒
色橙

黒
赤
内

酸化
ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 墨書 :体部外面横
位「野」力「□」

SD01 土師器 皿 礫 _T母微粒
色掲

黒

橙
内 酸化

ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面に墨書
「院」

SD01 土師器 皿 1/2 砂 粒
淡責栓色
内黒 酸化

ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 底部回転ヘラ切り
墨書 :体部外面横位「院」「皿」力、底部「院」

SD01 土師器 琵
口縁部
1/2

(152) 砂礫 嗜赤橙色 酸化 口縁部ヨコナデ 月同部外面ナデ内面ヘラナデ

72 SD02 土師器 不 1/4 砂粒
橙褐色
内黒

酸化
ロクロ調整 口縁～底部外面内面ミガキ 体都下端ケズ

リ 底都回転ヘラケズリ 底部外面「院Jカ

SD02 土師器 郭 砂壮
栓褐色

内黒
酸化 ロクロ調整 底部回転ヘ ラケズ リ

SD03 土師器 邦 1/2 雲母 砂礫
赤橙色

内黒
酸化

右ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体都外面下端～

底部右回転ヘラケズリ

3D03 土師器 杯 雲母
橙褐色

内黒
酸化

整

リ

調
ズ

ロ
ケ
ユ

ク

ラ
院

ロ

ヘ
Ｆ

右

持

位

口縁～底部内面ミガキ 体部外面下端子
底面手持ヘラケズリ 墨書 :体部外面横

SD03 土師器 lT 口縁部
1/2欠損

砂粒  雲母
ホ橙色
勺黒

酸 化

右ロクロ調整 体部外面下端回転ヘラケズリ 底部右
回転ヘラケズリ後回転ヘラケズリ 墨書 1体部外面横位
「宮」「□J

SD03 土師器 皿 (140) 雲母
色橙

黒

ホ

勺 酸化
ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 底部外面に墨書

「院」

SD03 土製品 羽  口 羽口片 少礫 天褐色 酸化 上端部は熱によりlrBく 、下半部は変色する

吟
曜

縄 文 深  鉢
胴部～底

都
117 槃 燈褐色 酸化

縄文後期堀之内1式 地文単節 RLと し沈線による懸垂
文を施す

翻
‐４Ｔ
Ｈｌ５

土師器 杯 骨針 砂粒
色褐

黒

橙
内 酸化

ロクロ調整 回縁～底部内面ミガキ 体部外面下端～底
部回転ヘラケズリ 墨書 :体部外面正位「院」カ

翻
孵
Ｈ‐７

土師器 郭 1/6 (131) 弊
橙褐色

内黒
酸化

ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部下端～底部右
回転ヘラケズリ 墨書 :体部外面横位「寺」

la区 土師器 郭 貞部 1/2 砂礫
橙褐色
内黒

酸 化
ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面下端～底
部右回転ヘラケズリ 底部外面「院」カ

la区 須恵器 lTN
体～底部
片

砂粒 Hき灰色 還元
ロクロ調整 体部外面下端手持ヘラケズリ 底部ヘラケ
ズリ 体部外面墨痕

表採 土師器 郭
底～体部
片

砂 粒 暗赤橙色 酸化

ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 底面回転ヘラケズ

リ 体部外面下端回転ヘラケズリ 底面焼成前線刻 体
部外面墨痕

表採 土師器 不 体部片 雲 母
明赤橙色
内黒

酸化 ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面墨痕

表採 土師器 不 口縁部片 雲母
暗橙褐色
内黒

酸化 ロクロ調整 口縁～底部内面ミガキ 体部外面墨痕

I区
緑釉

陶器
碗 体部片 黒色泣 橙褐色 酸化 ロクロ調整 歌質 淡緑色鵜内 外面

表採
釉
器

灰
陶

碗
体～底剖
片

黒色吹出物粒 天白色 還元
ロクロ調整 内面灰釉刷毛塗り 淡緑色釉 高台は崩れ
た三日月状をなす

89 SD04 土製品 火 舎
獣足部完
形

少粒 赤橙色 酸化

粘上で棒状に形成し、ヘラケズリにより獣足状に整形す
る。指先の爪部もヘラケズリとする。おそらく三足あつ
たであろう。

表採 鉄  津 碗形津 ほIF完形 107 重さ500g

I区 不  明 土製品 ほぼ完形 砂粒 灰褐色 酸化
手づ くね 円柱形の中央 を窪 ませ改形 とす る。器台の ミ
ニュチユ ア品か

表採 石製品 石  臼 1/4 安 山岩 上臼 摺 り目不明

表採 石製品 石  臼 口縁部片 (487) 安山岩 下 臼 茶臼か

表採 縄  文 深 鉢 口縁部片 白色砂l_r
にぶい褐

色
酸化

口縁部は平縁となり刻みを施す。胴部は細い粘土社で鋸
歯状に貼 り付ける。縄文前期末に比定される十三菩提式
である。

-16-
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A L=2680m   A′
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ШOЭ とZ=■  v

A′

S104 ０５
Ｑ

Ｓ

|∞

日

ｏ
出
ｏ
［
ヽ
白
　
　
く

A

SK01

① 黒掲色土  ローム粒多量 締り有り
② 黒黄褐色土 ローム粒多畳 締り有り
③ 黒褐色土  ローム小ブロック 締り有り

SK01

B L=2610m

ШCXl払乙=■  g

g

当
|

日

謁

く
|

第 9図  1号埋甕 。S103～ 05。 SK01実測図
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疋上 .

日  C

ltU

S101

‐
生          ±

SIl18

① 暗褐色土
② 暗褐色土
① 黒褐色土
① 黒色土

ローム粒少量 締 りなし
ローム粒多量 締 りなし
ローム粒少量 締 りなし

ローム粒少量 締 りなし

lw
A  L=2700m

第10図  S101・ SЮ2・ SЮ6～09実測図

A 
′

._≦ 2と

S101

① 暗灰褐色上 赤色粒少量 締り有り
② 暗灰褐色土 赤黄色粒多量 締り有り
③ 暗灰褐色土 赤色粒少量 締り有り
④ 暗褐色土 赤色粒少量 締り有リ マンガン質
⑤ 黒色土 赤色粒少量 締り有り
⑥ 暗黄褐色土 赤色 ローム粒多量
⑦ 暗灰褐色土 ロームブロック多量 締り有り

Ｌ
市
　

中
＝
］
『
Φ
〕
Ｊ

‐０２
⑮

Ｓ

巌       
倭

二.L聖
聖==壷生===考

ローム粒少量 締 りなし

卜

‐＞
六
礎
押
際
城
牌

国
刹
ヽ
膿

◎
　
　
⑤
　
　
　
◎

剛
①
②
③
④
⑤

暗褐色土 ローム粒少量 締 りなし

暗褐色土 ローム粒多量 締 りなし

褐色土 ローム粒多量 締 りなし

黒掲色土 ローム粒少量 締 りなし

黒色土 ローム粒少量 締 りな し

B′

S109

① 黒色土 ローム粒少量 締りなし

SD04
① 黒色土 ローム粒多量 締りなし
② 暗褐色土 ローム粒多量 締りなし
③ 暗褐色土 ローム粒少量 締りなし

S107

① 暗褐色上 ローム粒少量 締りなし

0          2m

聖

ｙ
一

＞
、

S102

① 暗褐色土

B L=2700m

A L=2700m

く

、

‐

‐

‐

ヽ
ｍ
　
　
　
　
　

日
３

』
¨
Ｉ
ｎ
　

ｍ

″
一

A′

Ｓ

Ｗ

中
裳

含

日

〕
、

ノ

ｒ
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S圧 10

① 暗褐色土 ローム粒少量 締りなし
② 黒色土 ローム粒少量 締りなし
③ 暗褐色土 ロームイヽプロック 締り有り
④ 褐色土 ローム小ブロック 締り有り
⑤ 黒色土 ローム粒少量 締り有り
⑥ 暗黄褐色土 ローム小ブロック 締り有り
⑦ 暗黄橙色土 ローム小プロック 焼土粒

③ 暗灰橙色土 ローム 焼土粒多量 締り有り
③ 暗黄橙色土 ローム 焼土粒 締りなし
⑩ 暗黄褐色土 ロームオヽブロック 締り有り
① 暗橙色土 ローム 焼土粒 締り有り
⑫ 暗栓色土 ローム 焼土粒 締りなし
① にぶい赤褐色土 ローム 焼土泣 締り有リ カマド袖

締り有り

S111

△ L="00m 浮

④

S111

① 褐色土 ローム小ブロック多量 締りなし
② 黒褐色土 ローム小ブロック多量 締りなし
③ 暗掲色土 ローム小プロック多量 締りなしローム粒多量 締りなし
④ 黒褐色土 ローム小ブロック 焼土 締りなし
⑤ 黒色土 ローム粒多量 締りなし 周溝
⑥ 黒色土 締りなし S111に 伴わない柱穴

口
　

い
＝
］
『
３
日

　

　

∞
、

②
町げ“
］
『
ｏ
ｏ
日

Ｗ
、

S112 ヽ
Ｏ Ｏヽ

〇
|

B L=27CXlm 生

S114

S112

① 暗褐色土 ローム粒少量
S113

① 黒色土 ローム粒多量 締りなし
② 黒褐色土 ローム紅少量 締り有り
③ 黒褐色土 ローム小ブロック少畳 締り有り
① 暗黄掲色土 ロームガヽプロック 焼土少量 締

S115

塾とL=2650m      
①          ±

S115

① 暗褐色土 ローム粒多量 締り有り

り有 り

日
ｏ
ｏ
』
［
＝
い
　

く

ｇ
δ
ｏ
』
¨
＝
ｎ
　
　
ｍ

S114

① 黒色土 ローム粒多量 締り有り
② 暗褐色土 ローム粒多量 締り有り
③ 黒褐色土 ローム粒多量 締りなし
④ 極暗赤褐色土 焼土 粘土 炭化物多量 締り有リ カマド焚き日
⑤ 暗赤褐色土 焼土 粘土 炭化物多量 締り有リ カマド燃焼部
③ 黒褐色土 ローム 焼土粒多量 締り有り 貼り床

第刊1図  S110～ 15実測図

0          2m

くlim

C C′
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第 12図  SB01・ 02実測図
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~~⑬
て三ダ優〇 湘

SB07

A  L=2770m

0           5m

._望
と堂と

Aイ

⑬幣

C C′

SD01

0 暗灰褐色土 ローム・赤色粒多量 締,有 リ マンガン質
② 暗灰褐色土 ローム 赤色粒多量 締り有リ マンガン質
③ 黒褐色土 ローム・色粒多量 締り有

' 
マンガン質 遺物包含

④ 黒灰褐色土 ローム粒多量 締り有リ マンガン質 遺物包含
⑤ 暗褐色土 ローム粒多量 締り有り

SD03

A L=2010m

※第 8図に断面位置あ り

第15図  SB07。 SD01・ SD03実 測図

B .L=2770m
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ヽ
∩

A

B

A′

Sメ391

日
３

鵜
＝
勲
　

∩

B′

C′

C L=2600m

SE02

A A′

A  L=2700m

SD07
A L=〃 00m

SD07(西面)

① にぶい黄橙色土 ロームブロック多量 締 り有 り

(人為的填圧)

② 灰黄色土 ロームブロック少量 締 り有 り

(人為的填圧 )

③ 黒褐色土 ローム粒多量 締 り有 り(人為的填圧 )

① 黒褐色土 ローム粒多量 締 りなし

⑤ 黒褐色土 ローム粒 ブロック多量 締 りなし

※第 8図 に土層位置あり

SD09

A  L=2720m

0          2m

A L=2660m

SE03
① 暗褐色土 ローム粒少量 締 り有 り 人為的堆積

② 黒褐色土 ロームブロック 締 り有 り 人為的堆積

③ 暗黄褐色土 ロームブロック少量 締 り有 り

人為的堆積

① 暗黄褐色土 ロームブロック多量 締 り有 り    B
人為的堆積            ~

⑤ にぶい黄色土 地山シル ト少量 締 り有 り

人為的堆積

③ 灰黄色土 地山シル ト少量 締 り有 り 人為的堆積

⑦ 黒色土 締 りなし

① 暗褐色土 ローム粒少量 締り有り 人為的堆積
② 黒褐色土 ローム粒少量 締り有り 人為的堆積
③ 黒色土 ローム粒少量 締り有り 入為的堆積
① 暗黄掲色土 ロームブロック多量 締り有り 人為的堆積
⑤ 暗黄褐色土 ロームプロック 締り有り 人為的堆積
③ 黄褐色土 ロームブロック 締り有り 人為的堆積
⑦ 黄褐色土 ロームブロック多量 締り有り 人為的堆積
③ 黒色土 締りなし

A L=2700m

0           2m

A′ ① 暗褐色土 ローム粒少量 締りなし~②
 にぶい褐色土 ローム粒多量 締りなし

③ 褐色土 ローム粒多量 締りなし
④ 褐色土 ローム粒少量 締りなし
⑤ 黄褐色土 ロームブロック多量 締り有り
⑤ にぶい褐色土 ロームブロック多量 締り有り

B′         貼り床~~⑦
 灰褐色土 ローム灰オリーブプロック (雲母含む)

多量 締りなし

SE01

②

Ａ

SK07

①

◎   ∧矛°ttV~上 層μ匡のツ

SD08
① にぶい黄橙色土 ローム 黒色ブロック多量 締り有り(人為的填圧)

② 褐灰色土 ローム 黒色ブロック多量 締り有り(人為的填圧)

③ 灰黄褐色土 ローム 黒色ブロック多量 締り有り(人為的填圧)

④ 灰褐色土 ローム 黒色プロック多量 4tり 有り(人為的填圧)

⑤ 暗黄褐色土 ローム 黒色ブロック多量 締り有り(人為的猿庄)

③ にぶい黄褐色土 ロームブロック多量 締り有り(人為的填圧)

② 黒掲色土 ローム粒多量 締りなし
締りなし ① 灰褐色土 ローム粒多畳 締りなし

◎ 黒褐色土 ローム灰オリーブ粒多量 締りなし

ど全と  SD9 10
① にぶい黄橙色土 ローム粒多量 締りなし
② 暗褐色土 ローム粒少量 締りなし
① にぶい責橙色土 ローム小ブロック多量
① 黒褐色土 ローム粒少量 締りなし
⑤ 暗褐色土 ローム粒多量 締りなし

第16図  SX01。 SE01～ 03・ SK07・ SD07～ 09実測図

L=2700m

L=2600m

▼代 、

※第 8図 に上層位置あ り
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S104

SK01

υ                        10cm

第 17図  S101(1)。 04・ 05。 SK01遺物実測図
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第18図  S10刊 (2)・ 02遺物実測図
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0                        1ocm

第19図  S109。 10。 13遺物実測図
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SE01

ヾ

0                     10cm

第20図  S114。 SB01・ SX01・ SE01・ SD01(1)遺 物実測図
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-30-



ガ 苑

第21図  SD01(2)。 02・ 03遺物実測図
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第22図  1号埋養、試掘、遺構外遺物実測図
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1.I区南側完掘状況 (南から) 2,I区中央完掘状況 (北から)

3.I区北側完掘状況 (北から) 4.Ⅱ 区完掘状況 (東から)

5.Ⅲ 区南側完掘状況 (南から)

7.Ⅲ 区北側完掘状況 (南 から)

6.Ⅲ 区中央完掘状況 (南から)

8.筑波山違景 (西から)



PL 2

1,S101完掘状況 (北東から) 2. S102妄剪屈】犬汐と 舗菊んヽら)

3.S102遺 物出土状況 (南から) 4. S1035書 〕邑】犬】記 作萄から)

5. S104。 SD03芸]与属】犬況 1萄 から) 6. S105完掘状況 (Jとから)

7. S106完与属】犬況  (南 から)



PL 3

2.S111完 掘状況 (東から)1.S110完掘状況 (東 から)

3.S112完掘状況 (西 から) 4.S113完 掘状況 (西から)

5.SI刊 4完掘状況 (南 から) 6.S114カ マ ド支脚出土状況 (南から)

7.S115完掘状況 (西 から) 8.SB01検 出状況 (北 から)



PL 4

1.SB03・ 04検出状況 (北 から)
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art(

SD05完 掘舛犬況 (西 から)

3.SB06検 出状況 (南から)

SB05検 出状況 (東から)

4.SDO可 完掘状況 (F衛 から)

5. SD01二上煙ぎ〕在審謝犬況 (F菊 ん`ら)

7. SD07土層lt積】犬況 (西 から) 8.SD08土 層堆積状況 (西 から)



PL 5

3. SE02完ウ屈状況 (南 から)
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1.SD13～ 16完掘状況 (南から) 2. SE01筑:与屈】犬況 (F菊から)

■ i■慈

4. SE03完掘状況 (F萄 ん`ら)

5. SX01完 jFH】犬況 (南から) SXol土層堆積状況 (南東から)

7, SX01・ SK04テ ]】掘】犬

"己

(南 から) 8.1号埋甕出土状況



PL 6

2.土坑群検出状況 (南から)

3.SB05P3柱 痕検出状況 (北から) 4.SB05P8柱 痕検出状況 (東から)

土坑の掘
',込

み② (西から)5.土坑の掘り込み① (西から)

7.①地点基本土層 (西 から) 8,②地点基本土層 (西から)



PL 7
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S104 (1´や6)、 S105 (7・ 3)、 SKO刊 (9-12)、  S101(13^ン 19)
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36.

(20～ 30)、 S102 (31´ヤ34)、 S109 (35-37)



PL 9

S113
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(38)、 S110 (39・ 40)、 S113 (41～ 45)、 S114 (46～50)
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SB01(51・ 52)、 SX01(53～ 55)、 SE01(56～ 58)、 SD01(59～ 62)
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67

SD02

76

SD01 (63～ 71)、 SD02 (72・ 73)、 SD03 (74～ 78)
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革〕繭駆一一９
1号埋養 (79)、 日15年度試掘14T(80)、 H17年度試掘2T(81)、 SD04(89)、 遺構外 (32～ 88、 90～ 94)



PL 13

23, S101

〔    常

24. S101

26. S101 27. S101「院」ヵ

61. SD01

66. SD01 68.SD01「 野」ヵ

70-1. SD01「 1皿」ヵ

1 婉
83. IEK

82.I区 「院」ヵ

靴
85. I区
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工  事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

炭焼戸東遺跡 集落跡

縄文時代 埋甕 深鉢 平安時代の集
落跡である。
墨書「院」「寺」
は寺あるいは
官衛関連集落
を示唆してい
る。

古墳時代 住居跡・土坑 土師器

平安時代 跡．
・溝

屋
跡

住
物

掘立柱建 土師器・須恵器
灰釉・緑釉・瓦・獣脚

中世 井戸・土坑・溝 小皿 。内耳鍋

1.縄文時代は、前期十三菩提式の表採資料、後期堀之内 1式の埋甕で、遺構。遺物ともに僅少である。
2古墳時代は、前・中期の住居跡が検出された。遺跡の東1.2kmの 台地上には地域の盟主的な宮山

観音古墳 (全長100m・ 前方後円墳)が位置する。これに関わる集落跡と思われる。
3.平安時代 (9世紀中葉～10世紀前半代)の主な遺構は、住居跡・掘立柱建物跡・溝で構成されて

いる。
4.掘立柱建物跡は6棟、側柱を中心に3群みられる。なかでもSB05は片面に廂が付帯する。溝は

要  約 I SD01・ 03の方向性から区画する様相が見られる。
5遺物は、土師器・須恵器、灰釉、緑釉のほか鉄鉢形土器、獣脚があり、このほか墨書土器「院」「十」
「野□」「宮□」「寺」がある。なかでも「院」は、「院」力を含めて墨書出土数の430/Oを 占め、その
出土遺構は調査区南側の S101、 SD01・ 03の範囲内となる。

6.遺跡の性格は、遺構・遺物から寺あるいは官衛関連集落と思われる。
7中世は、南に姑峙する海老ケ島城と関連する遺構 (竪穴状遺構・井戸・溝)である。おそらく海

老ケ島城北側の低位台地は、階級層は分からないが居住の空間であったと思われる。
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